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【支部長が交代について】 
 東北ブロック支部では、８月３１日（土）学術集会前に、幹事会が開かれ、設立当初から２期にわたって

支部長を務められた濃沼信夫先生から矢島に交代しました。 
 また当日は、次期役員として、葛西龍樹先生を副支部長に、加藤博之（青森）、川島 実（宮城）菅家智史

（福島）濃沼信夫（宮城）坂戸慶一郎（青森）長野正裕（宮城）、長谷川仁志（秋田）星野智祥（福島）、本郷

道夫（宮城）各先生を幹事に、川島孝一郎（宮城）千葉 大（青森）の両先生を監事に選出致しました。 
任期は、平成２５年１０月１日から２７年９月３０日です。 
 

支部長 矢島 恭一（上田診療所） 
 
 
 
【活動報告】 
第３回日本プライマリ・ケア連合学会東北ブロック支部学術集会 
１ 日 時  2013 年 8 月 31 日(土)14：00～9 月 1 日(日)12：10 
２ 会 場  1 日目 ウェディングプラザアラスカ 青森県青森市新町 1 丁目 11-22 
        2 日目 青森県観光物産館アスパム  青森県青森市安方 1 丁目 1-40 
３ 参加費  医師・歯科医師・薬剤師：日本プライマリ・ケア連合学会員 3,000 円、非会員 5,000 円 

研修医・他のメディカルスタッフ：2,000 円、学生：無料 
４ 参加者  医師：66 歯科医師：2 研修医：7 薬剤師：14  医学生 4 その他職種 15 事務 16

                                              合計 124 名 
５ 内 容  メインテーマ：連携で開く東北の医療の未来 
 
 

■8 月 31 日(土) シンポジウム 
座長：成田 祥耕氏(成田祥耕クリニック院長、青森市医師会会長、青森県医師会理事) 
竹内 一仁氏(青森県民主医療機関連合会 救急総合診療センター長) 
パネリスト：  
福島県立医科大学 地域・家庭医療部 教授 葛西 龍樹氏 
浅草薬剤師会会長 ﾌﾟﾗｲﾏﾘ･ｹｱ薬剤師認定制度委員会委員 坂口 眞弓氏 
青森中央短期大学看護学科教授 栗野 ヤヱ子氏 
青森県歯科医師会元常務理事 石要歯科院長 小西 史人氏 
訪問看護ステーション ケアポートみさわ 船場 洋子氏 
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葛西先生より プライマリ・ケアの考え方そのものや、日本の取り組みを総論的に紹介して頂き、

後期研修プログラムの連携を進めていくことが提起された。 
坂口先生より 地域での薬剤師の役割と、学会が進めている認定薬剤師の取り組みについて紹介し

て頂いた。 
栗野先生より 地域包括ケアと多職種連携について、これまでの取り組みを踏まえ、地域でネット

ワークを作るということの具体的な取り組みを報告して頂いた。 
小西先生より 高齢者の QOL を高めるための歯科によるアプローチや、疾病予防の重要性につい

て事例をもとに紹介して頂いた。 
船場先生より 在宅診療をめぐる多職種連携についてアンケートの取り組みなどをもとに紹介して

頂き、在宅医療推進に向けての提起もして頂いた。 
残念ながら、各報告を受けてのディスカッションは時間が足りず十分できなかったが、多職種それ

ぞれの立場の取り組みが豊富に示され、大変充実した企画となった。 
 
終了後  懇親会＆後期研修プログラム紹介 
 
■9 月 1 日（日） 分科会 
第 1 分科会 ｢ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ･ﾌﾞｰﾄｷｬﾝﾌﾟ~ﾃﾞｷﾚｼﾞを目指す研修医の 1 日~｣  東北若手医師ネットワーク

Twin 
第 2 分科会 ｢多職種連携による疼痛治療戦略」 六ヶ所村尾駮診療所 小林 只氏 
第 3 分科会  ﾌﾟﾗｲﾏﾘ･ｹｱﾚｸﾁｬｰ「糖尿病の今日の治療戦略」今村クリニック 今村 憲市氏 
第 4 分科会 ｢エビデンスに基づく薬物治療」 十和田湖診療所 米田 博輝氏  
第 5 分科会 ｢家庭医後期研修プログラム責任者と指導医の集い｣ 

福島県立医科大学 地域・家庭医療学講座 菅家 智史氏 
展示会場 家庭医後期研修プログラムポスター展示 
 

後  援：公益社団法人青森県医師会、一般社団法人青森市医師会 
 (注 東北医師会連合会総会並びに学術大会として開催することになっているため) 
事務局：青森民医連 救急総合診療センター事務局 

 
 
６ 全体として  
第 3 回のブロック支部学術集会であったが、これまでより多くの方が集まる会となった。特にメインテー

マを連携としたこともあり、多くの職種に参加して頂く企画となった。 
東北地方はプライマリ・ケア連合学会の会員数も少ない地域だが、各地で頑張っている方が東北地方にはこ

んなにたくさんいるということを心強く感じた。 
準備や手続きなどでの反省点は多々あるものの、全体として大きな事故も無く、楽しい会となった。 

 
以上学術集会長を務められた坂戸慶一郎先生の総括報告をもとに作成しました。 
来年は、秋田大学医学教育学講座教授 長谷川仁志先生を学術集会長に、秋田市で、９月６日～７日の開催

予定になっています。 

 


